授業計画書

総合政策学部3年　渡邉真理子　学籍番号79909748　ログインs99974mw

教育目的：パソコンを使って、表・グラフを利用したレポートを作成することができる。

（自分の考えを即座に文書化することができる・文書以外を使ってより豊かに表現することができる）

教育目標：１．タッチタイピングができるようになる、２．ワープロソフトの基本的な使い方を理解することができる、３．表計算ソフトの基本的な使い方を理解することができる



















Ｈｖ


発表時の記録と感想

 私は小さな頃から、タッチタイピングのくせを付けておいた方が良いのは当然だと思いこんでいましたが、大岩先生が「あまり小さなときからやると、手で書くことをしなくなる」というご意見は、なるほどと思いました。

一．タッチタイピングの重要性を理解する





時間配分


１０分





指導内容





時間配分


５分





続きは下へ





次の指示で自分の自己紹介を手で紙に書かせる


指示一


　では、紙に鉛筆で自己紹介文を書いてみてください





机間巡視し、全員が完成したことを確かめる





（二）　次の指示でペアでお互いに口で自己紹介をさせる（紙を見ずに）


指示二


　では、次に、隣の席の人と紙を見ずに自己紹介しあってください。








教師の手だてと児童の反応





〔技術・原則〕

















必ず全員が書くことを促し、巡視し、全員が書いていることを確かめる





②自己紹介をし合っていないペアがいかいかどうか確かめる








時間配分


５分





時間配分


５分











全員が終わったことを確認





（三）何人かを指して、紙に書くのと自分の口で言うのとどちらが早かったか発表してもらう





発問一


　自己紹介を紙に書くのと自分の口で言うのとどちらが早いか発表してください





（四）発表が終わったら、紙に自己紹介文を早く書くにはワープロが早いと手本を見せる（生徒を一人出して、自己紹介をしてもらい、それと同時に教師がそれを文章化する）

















③他の生徒が発表している生徒の発言を静かに聞いているか注意

















④プロジェクタなどに文書化の様子を全員に見れるようにする





時間配分


５分
































二．タッチタイピングの練習をする





指示三


　では、○○君、前に出て自己紹介をしてください





生徒が自己紹介するのと同速度で文書化する。キーボードを見ていては早く打てないことを理解させる。





（四）終わったら、次の指示で生徒にタッチタイピングするのに重要なことを教える。


指示四


　タッチタイピングをするには、正しい指の位置と姿勢を正しくすることが重要です。正しい姿勢をしてください。



































時間配分


５分














机間巡視し、全員正しい姿勢になっているか見る





（五）次の指示で、タッチタイピングソフトを起動させ、正しい指の位置の練習をする


指示五


　では、タッチタイピングソフトを起動させて、最初の指の位置の項目を練習してください





机間巡視し、皆が正しい姿勢で、指の練習をしているか確かめる


（六）全員が正しい姿勢と指の位置を把握したところで、それぞれの進度で練習させる















































⑤全員が練習しているかどうか確認する














時間配分


１０分

















⑥全員がタッチタイピングの練習をしているかどうか注意














指示六


では、それぞれの進度で次の項目から進んでください





机間巡視し、全員が正しい姿勢・指の位置で練習しているかを見る





授業が終わりの時間に近づいたら次の指示で終了させる





指示七


では、タッチタイピングソフトを終了させ、パソコンを終了させてください














パソコン





表計算ソフト





１．表計算ソフトを起動させる


２．データを記入して表を作成する


３．表を様々なグラフに変換する


４．表とグラフをディレクトリに保存する


５．保存中の表とグラフを起動して編集しなおす





表計算ソフトで基本的なことができるようになる


新規のデータ記入


表を様々なグラフにする


表とグラフを保存


保存中の文書編集








第四次


表計算ソフトの基本的な使い方を理解することができる





パソコン





ワープロソフト





１．ワープロソフトを起動させる


２．章を構成して文書を作成する


３．終了して、ディレクトリに保存する


４．保存した文書を再び起動させ、編集しなおす





ワープロソフトで基本的なことができるようになる


新規文書作成


章の構成


保存


保存中の文書編集








第三次


ワープロソフトの基本的な使い方を理解することができる





パソコン








パソコンを使ってレポートを作成するには、保存の際にディレクトリ構造を知っている必要と、拡張子を知っている必要がある


（パソコン内部のディレクトリはどうなっているか・拡張子にはどのような種類があるのかと学ぶ）








パソコンを使ってレポートを作成するには、ディレクトリ構造や拡張子を学ぶ必要性があることを知り、学ぶ。





第二次


　ディレクトリ構造や拡張子を理解することができる





パソコン





タッチタイピングソフト





紙





資料





指導過程





自分の考えを即座に文書かするためにはスピードは必要である





スピードを得るにはタッチタイピングが必要である





タッチタイピングにはローマ字入力と漢字変換が必要である





ねらい





タッチタイピングが自分の考えをスムーズに文書化するために不可欠なものだと知り、タッチタイピングを取得する。





次





第一次


　タッチタイピングができるようになる





パソコン





表計算ソフト





ワープロソフト





プリンタ





第五次


作成中の文書に外部データを取り込み、印刷できる





１．表計算ソフトでグラフをコピーする


２．作成中の文書に貼りつける


３．外部から画像を持ってきて貼り付けてみる


４．文書の保存


５．印刷機の機能を理解して、印刷する





作成中の文書に表計算ソフトで作った表やグラフを組み込み、レポートを完成させ、プリントアウトすることができる








